













































































































































美術班　担当学生名　　伊藤 沙菜　榎本 津麦　澁谷 多惠　中田 樹
展示趣旨
　花花は古くから女性を美しく飾ってきただけでなく、「立てば芍薬座れ
ば牡丹歩く姿は百合の花」というように、女性の美はしばしば花に譬えら
れてきました。美術においても花と女性はお互いの魅力をひきたてあい、
それらをモティーフにした作品は万人の心を惹く美しいものばかりです。
　本展では日本と西洋に分かれ、女性が主題の絵画の中での花々の描
かれ方を追い、やがて東西の美術がジャポニスムや万博を経て交流して
融合していく様子をご紹介します。うっとりするような絵画に咲き誇る花々
と女性をご堪能ください。
